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２．新たな緑のプロジェクト「東京グリーンビズ」 
 
 東京都では、人々の生活にゆとりと潤いを与える緑の価値を一層高め、都民とともに未来
に継承していくため、100 年先を見据えた新たな緑のプロジェクト「東京グリーンビズ」を
令和５年７月に始動しました。 
 
2.1. 緑を取り巻く状況の変化 
 
 東京の緑は、減少傾向にあるものの、公園整備や生産緑地の保全、あらゆる機会を捉えた
緑の創出等により、近年は横ばいで推移しています。 
 

 
 

一方、近年の緑を取り巻く状況に目を転じると、気候変動への適応など「社会的な課題解
決への緑の活用」や、新型コロナを契機に「開放的な緑空間等へのニーズ」が高まるなど、
都市に求められる機能や人々の価値観も変化してきています。令和４年 12 月に開催された
COP15 では、「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採択され、ネイチャーポジティブ
の実現に向けた世界目標が設定されました。海外都市においては、グリーンインフラをはじ
めとした様々な取組が行われるなど、世界的にも自然環境と都市機能の調和がこれまで以上
に重要視されています。 
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2.2.1. 「東京グリーンビズ」 
 
 こうした緑を取り巻く状況の変化へ対応していくため、これまでの取組に加え、新たな施
策も構築し、東京の緑を「まもる」「育てる」「活かす」観点から取組を強化していきます。 
 100 年先を見据えた“みどりと生きるまちづくり”「東京グリーンビズ」を、都民をはじめ
様々な方々と一緒に進めることにより、取組の輪を広げ、「自然と調和した持続可能な都市」
へと進化させていきます。 
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2.2.2. 緑を「まもる」取組 
 

屋敷林や農地など地域に根付いた緑や、豊かな自然を有する地域等を「まもる」取組を推
進し、今ある貴重な緑を残し、未来へ継承していきます。 
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2.2.3. 緑を「育てる」取組 
 

公園整備やまちづくりにあわせた緑の充実に加え、緑に関する情報共有や様々な主体との連
携など、緑を「育てる」取組を推進し、緑を感じ、ふれあい、親しむ機会を創出していきます。 
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2.2.4. 緑を「活かす」取組 
 
 グリーンインフラの導入や観光資源としての活用、木材利用など、緑を「活かす」取組を
推進し、都市の中に緑の持つ多様な機能を導入していきます。 
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2.3. 区市町村における緑施策の重要性 
 
街区公園や特別緑地保全地区など、都民に身近な地域の緑の保全・創出は、区市町村が主

体となって行われています。都内の各種公園緑地の合計約 9,000ha のうち、約 4,000ha は区
市町村立公園です。 

区市町村は、東京の緑に関してとても大きな役割を担っており、人々の生活にゆとりと潤
いを与える緑の価値を一層高め、都民とともに未来に継承していくためには、区市町村によ
る緑施策が大変重要です。 

今後、都は、広域的な視点での緑施策を推進すると共に、区市町村が取り組む地域の緑施
策を、緑あふれる東京基金等を活用し、より一層、支援していきます。 
  


